
 















 曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

日     30 １ ２ ３ ４ 5 ６ ７ ８ ９ 

配 架     

 

 

休

館

日 

 〇 〇 〇 〇 〇  

 

 

休

館

日 

〇 〇 〇

書庫入れ    〇    〇  〇 

図 書 整

備 

午前    〇   〇   〇 

午後    〇   〇    

生け花緑化     〇      〇

館内装飾           

広 報      〇     〇

ブックスタート         〇  

おはなしでてこい           〇

はじまり紙芝居      〇     〇

  日 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

配 架 〇 〇 〇 





休

館

日 

〇 〇 〇 〇 〇  

 

 

休

館

日 

 

 

 

休

館

日 

 

〇 〇 〇

書庫入れ   〇  〇     〇 

図書整

備 

午前  〇   〇   〇 〇 〇 

午後  〇   〇   〇   

 印押し 午前     〇      

生け花緑化      〇     〇

館内装飾           

広 報     〇  〇    

ブックスタート           

おはなしでてこい           

はじまり紙芝居       〇    

  日 24 25 26 27 28 29 30 31  1 2 3 4 5 6 

配 架 〇 〇 〇  

 

 

休

館

日 

〇 〇 〇 〇 〇 〇  

 

 

休

館

日 

〇 〇 〇 

書庫入れ   〇  〇    〇  〇  

図書整

備 

午前  〇   〇   〇   〇 

午後        〇    

生け花緑化      〇      〇

館内装飾   〇         

広報 〇           

ブックスタート          〇  

おはなしでてこい            〇

はじまり紙芝居 〇           

カット 河野芳夫 

図書館フレンズ ７月の活動予定 

 図書館ボランティアだより 

第 51号    令和４年 7月１日     

発行 阪南市図書館フレンズ広報部会 
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１ 

8／  
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月
末
資
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皆
様
、
お
願
い
し
ま
す
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庫

入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月
末
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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３ 

図書館フレンズの活動 そ

の 2 

３ 

おはなしをする。 

おはなしでてこい部会 

かみしばいをする。 

はじまり はじまり♪紙芝居部会 

図書館の中をかざります。 

生け花緑化部会 

図書館フレンズの活動を 

知らせます。 

 広報部会 

図書館の中をかざります。 

館内装飾部会 

本とのはじめての出会い。 

図書館フレンズの活動 その 2 

ブックスタート部会 

カット 河野芳夫 
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広報部会の一年間の活動 

― 配布体制を整えることが課題 ― 
 

 広報部会は，広報「絆」を月刊にして，この一年間活動してきました。広

報部会の活動について、広報部会編集係の本荘貴大と橋本一郎がふりかえり

ました。（広報部会） 

 

本荘：今年度私は，「おはなしでて

こい部会」と「はじまり はじ

まり♪紙芝居部会」の 2 部会し

か取材できませんでした。みな

さん熱心に活動されていまし

た。私も，自分の部会でもっと

頑張ろうと思いました。 

 

橋本：そうですね。どの部会の皆

さんも，熱心に活動されており

ました。私も，「はじまり はじ

まり♪紙芝居部会」での活動を

頑張りたいと思いました。 

 

本荘：私は他の部会の方と十分な

話し合いができなかったのです

が，皆さん，広報部会の活動に

ついて，どんな感想をおっしゃ

っていますか？ 

 

橋本：私が，直接耳にしたのは，

広報に原稿を書いてくださった

方が，「今月号は，私が原稿を書

いたから読んでや。」と言って，

同じ部会の人に渡したという話

と，広報「絆」第 48 号(4 月 1

日発行）から，各部会の活動日

が○印で示されるようになっ

て，大変役立っていると言うお

話の２つです。 

 

本荘：よかったですね。広報「絆」

は，よく読まれているのでしょ

うか？  

 

橋本：コロナ禍の中，外部の人へ

の配布は，十分とは言えません。

したがって，「よく読まれてい

る」とは言えないと思います。 

  また，一番大切な図書館フレ

ンズの皆さんに，広報「絆」が

毎号きちんと届ける態勢を整え

ることが必要だと思います。 

  広報は，外部の人に私達の活 

 動を知らせ，参加者を増やして 

いくことと，内部的には，お互 

 いの部会の活動を知り合うこと 

 を目的としています。そのため，

外部への配布と同時に，図書館

フレンズの皆さんに読まれるこ

とが大切です。広報は、皆さん

に読まれてこそ意味があるので

すから。 

 

本荘：そうですね。今年度は，市

民のみなさんに読まれると共に

図書館フレンズの皆さんに読ん

でもらえるように努力しましょ

う。 

 


